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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１）アルキルフェノール樹脂及びロジン系樹脂の少なくとも１種、２）メチン系染料、
並びに３）酸化亜鉛及びステアリン酸マグネシウムの少なくとも１種を含有する過酸化水
素ガス検知用インキ組成物。
【請求項２】
　カチオン系界面活性剤をさらに含む、請求項１に記載の過酸化水素ガス検知用インキ組
成物。
【請求項３】
　カチオン系界面活性剤が、アルキルトリメチルアンモニウム塩、イソキノリニウム塩、
イミダゾリニウム塩及びピリジニウム塩から選ばれる少なくとも１種である、請求項２に
記載の過酸化水素ガス検知用インキ組成物。
【請求項４】
　樹脂バインダー（但し、アルキルフェノール樹脂及びロジン系樹脂を除く。）をさらに
含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の過酸化水素ガス検知用インキ組成物。
【請求項５】
　過酸化水素ガス雰囲気下で変色しない色素成分の少なくとも１種をさらに含む、請求項
１～４のいずれか一項に記載の過酸化水素ガス検知用インキ組成物。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載のインキ組成物からなる変色層を含む、過酸化水素
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ガス検知インジケーター。
【請求項７】
　１）アルキルフェノール樹脂及びロジン系樹脂の少なくとも１種及び２）メチン系染料
を含む変色インキと、酸化亜鉛及びステアリン酸マグネシウムの少なくとも１種を予め塗
布した基材とからなる過酸化水素ガス検知インジケーター。
【請求項８】
　変色インキ中に、カチオン系界面活性剤をさらに含む、請求項７に記載の過酸化水素ガ
ス検知インジケーター。
【請求項９】
　カチオン系界面活性剤が、アルキルトリメチルアンモニウム塩、イソキノリニウム塩、
イミダゾリニウム塩及びピリジニウム塩から選ばれる少なくとも１種である、請求項８に
記載の過酸化水素ガス検知インジケーター。
【請求項１０】
　さらに過酸化水素ガス雰囲気下で変色しない非変色層を含む、請求項６～９のいずれか
一項に記載の過酸化水素ガス検知インジケーター。
【請求項１１】
　変色層において、50℃の温度で過酸化水素ガス15mg/Lに5分曝露したときにおける曝露
前との色差ΔE*abが50以上である、請求項６～１０のいずれか一項に記載の過酸化水素ガ
ス検知インジケーター。
【請求項１２】
　気体透過性包装体の内面に請求項６～１１のいずれか一項に記載のインジケーターが設
けられている過酸化水素ガス滅菌用包装体。
【請求項１３】
　インジケーターを外部から確認できるように、包装体の一部に透明窓部が設けられてい
る、請求項１２に記載の過酸化水素ガス滅菌用包装体。
【請求項１４】
　気体透過性包装体の外面に請求項６～１１のいずれか一項に記載のインジケーター部が
直接印刷されている過酸化水素ガス滅菌用包装体。
【請求項１５】
　気体透過性包装体が、ポリエチレン系繊維により形成されている、請求項１２～１４の
いずれか一項に記載の過酸化水素ガス滅菌用包装体。
【請求項１６】
　請求項１２～１５のいずれか一項に記載の包装体に被処理物を装填する工程、被処理物
が装填された包装体を密封する工程、及び当該包装体を過酸化水素プラズマ滅菌雰囲気下
に置く工程を有する過酸化水素ガス滅菌処理方法。
【請求項１７】
　当該インジケーターの変色層が変色するまで過酸化水素ガス滅菌雰囲気下に包装体を置
く、請求項１６に記載の過酸化水素ガス滅菌処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、過酸化水素ガス検知用インキ組成物、過酸化水素ガス検知インジケーター、
過酸化水素ガス滅菌用包装体、及び過酸化水素ガス滅菌処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
病院、研究所等において使用される各種の器材、器具等は、消毒・殺菌のために滅菌処理
が施される。その代表的な滅菌処理方法として過酸化水素ガスによる滅菌処理がある。
この滅菌処理では、滅菌処理が完了したかどうかを確認するためのインジケーターの設置
が必要となる。具体的には、処理系内の雰囲気ガス濃度及び曝露時間に応じて変色するイ
ンジケーターを滅菌装置内に設置することが必要である。
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【０００３】
上記インジケーターに関する従来技術としては、例えば主成分として過酢酸及び酢酸を含
むガスを用いる低温ガスプラズマ滅菌において滅菌工程をモニタリングするに際し、ｐＨ
指示薬の１種であるブロムフェノールブルーを用いてなるインジケーターが過酢酸又は酢
酸ガスの作用によって晴青色から淡黄色に変色することにより滅菌処理を検知する方法（
特許文献１）等が知られている。
【０００４】
また、色素と変色助剤とバインダーとからなることを特徴とし、プラズマ滅菌法および過
酸化水素ガス滅菌法により色調の変化を生じることを特徴とするインジケーターが知られ
ている（特許文献２、特許文献３）。第一アミノ基及び第二アミノ基の少なくとも１種の
アミノ基を有するアントラキノン系染料を含有するプラズマ滅菌検知用インキ組成物が知
られている（特許文献２）。
【０００５】
さらに、特定の樹脂、色素からなることを特徴とし、過酸化水素ガス滅菌法により、過酸
化水素ガス濃度に応じた変色をより確実に視認できるインジケーターが知られている（特
許文献３）。
【特許文献１】米国特許第５４８２６８４号公報
【特許文献２】特許－４１５１９３２号公報
【特許文献３】特許－４６０６９６４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
しかしながら、上記特許文献１のインジケーターは、滅菌による変色後にそのまま放置し
ておくと、変色後の色がもとの色に戻ることがあり、変色後の安定性という点では問題が
ある。インジケーターの変色がもとの色に戻ると、装置内に置かれた器材等が滅菌工程を
経たか否かが不明になる。
【０００７】
また、特許文献２～３では、過酸化水素ガス曝露初期の変色の進行が比較的遅いため、過
酸化水素濃度と時間の積算値であるCT値に応じた変色が起きるため、被処理物の滅菌状態
を個々について知るためには非常に有用である。一方で、滅菌工程を通過したかどうかを
表すプロセスインジケーターとしては、もっと低い過酸化水素暴露条件でもきっちり変色
させることが必要となる。
実際には滅菌が完了していても、変色不良がおきてしまうことがある。
【０００８】
従って、本発明の主な目的は、低い過酸化水素ガスの濃度でも変色がより確実に視認でき
る過酸化水素ガス検知インジケーターを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
本発明者は、従来技術の問題点を解決するために鋭意研究を重ねた結果、特定組成のイン
キ組成物を採用することによって、上記目的を達成できることを見出し、本発明を完成す
るに至った。
【００１０】
　すなわち、本発明は、下記の過酸化水素ガス検知用インキ組成物及び過酸化水素ガス検
知インジケーターに係る。
１．　１）アルキルフェノール樹脂及びロジン系樹脂の少なくとも１種、２）メチン系染
料、並びに３）酸化亜鉛及びステアリン酸マグネシウムの少なくとも１種を含有する過酸
化水素ガス検知用インキ組成物。
２．　カチオン系界面活性剤をさらに含む、前記項１に記載の過酸化水素ガス検知用イン
キ組成物。
３．　カチオン系界面活性剤が、アルキルトリメチルアンモニウム塩、イソキノリニウム
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塩、イミダゾリニウム塩及びピリジニウム塩から選ばれる少なくとも１種である、前記項
２に記載の過酸化水素ガス検知用インキ組成物。
４．　樹脂バインダー（但し、アルキルフェノール樹脂及びロジン系樹脂を除く。）をさ
らに含む、前記項１～３のいずれかに記載の過酸化水素ガス検知用インキ組成物。
５．　過酸化水素ガス雰囲気下で変色しない色素成分の少なくとも１種をさらに含む、前
記項１～４のいずれかに記載の過酸化水素ガス検知用インキ組成物。
６．　前記項１～５のいずれかに記載のインキ組成物からなる変色層を含む、過酸化水素
ガス検知インジケーター。
７．　１）アルキルフェノール樹脂及びロジン系樹脂の少なくとも１種及び２）メチン系
染料を含む変色インキと、酸化亜鉛及びステアリン酸マグネシウムの少なくとも１種を予
め塗布した基材とからなる過酸化水素ガス検知インジケーター。
８．　変色インキ中に、カチオン系界面活性剤をさらに含む、前記項７に記載の過酸化水
素ガス検知インジケーター。
９．　カチオン系界面活性剤が、アルキルトリメチルアンモニウム塩、イソキノリニウム
塩、イミダゾリニウム塩及びピリジニウム塩から選ばれる少なくとも１種である、前記項
８に記載の過酸化水素ガス検知インジケーター。
１０．さらに過酸化水素ガス雰囲気下で変色しない非変色層を含む、前記項６～９に記載
のインジケーター。
１１．　前記変色層において、 50℃の温度で過酸化水素ガス15mg/Lに5分曝露したときに
おける曝露前との色差ΔE*abが50以上である、前記項６～１０に記載のインジケーター。
１２．　気体透過性包装体の内面に前記項６～１１のいずれかに記載のインジケーターが
設けられている過酸化水素ガス滅菌用包装体。
１３．　インジケーターを外部から確認できるように、包装体の一部に透明窓部が設けら
れている、前記項１２に記載の包装体。
１４．　気体透過性包装体の外面に前記項６～１１のいずれかに記載のインジケーター部
が直接印刷されている過酸化水素ガス滅菌用包装体。
１５．　気体透過性包装体が、ポリエチレン系繊維により形成されている、前記項１２～
１４に記載の包装体。
１６．　前記項１２～１５のいずれかに記載の包装体に被処理物を装填する工程、被処理
物が装填された包装体を密封する工程、及び当該包装体を過酸化水素プラズマ滅菌雰囲気
下に置く工程を有する過酸化水素ガス滅菌処理方法。
１７．　当該インジケーターの変色層が変色するまで過酸化水素ガス滅菌雰囲気下に包装
体を置く、前記項１６に記載の方法。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明インキ組成物及びそれによるインジケーターは、１）アルキルフェノール樹脂及
びロジン系樹脂の少なくとも１種、２）メチン系染料及び３）酸化亜鉛及びステアリン酸
マグネシウムの少なくとも１種との組み合わせを採用しているので、それを用いて変色層
を形成した場合、過酸化水素ガス濃度等に応じた変色が視認できるという効果が得られる
。すなわち、従来技術では、過酸化水素が低い段階では変色しきっておらず、プロセスイ
ンジケーターとしては使用することができなかったのに対し、本発明の変色層では、低い
過酸化水素濃度でも十分に変色することができるため、プロセスインジケーターとして使
用することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
１．過酸化水素ガス検知用インキ組成物
　本発明の過酸化水素ガス検知用インキ組成物は、１）アルキルフェノール樹脂及びロジ
ン系樹脂の少なくとも１種、２）メチン系染料及び３）酸化亜鉛、及びステアリン酸マグ
ネシウムの少なくとも１種を含有することを特徴とする。酸化亜鉛、ステアリン酸マグネ
シウム、炭酸カルシウムの少なくとも１種は、予め基材に塗布してもよい。
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　なお、過酸化水素ガス検知用インキ組成物は、１）アルキルフェノール樹脂及びロジン
系樹脂の少なくとも１種、２）メチン系染料及び３）酸化亜鉛、ステアリン酸マグネシウ
ム、炭酸カルシウムの少なくとも１種を含有し得る。
【００１３】
メチン系染料
本発明組成物では、着色剤（変色色素）として少なくともメチン系染料を用いる。メチン
系染料としては、メチン基を有する染料であれば良い。従って、本発明において、ポリメ
チン系染料、シアニン系染料等もメチン系染料に包含される。これらは、公知又は市販の
メチン系染料から適宜採用することができる。具体的には、C.I.Basic Red 12、C.I.Basi
c Red 13、C.I.Basic Red 14、C.I.Basic Red 15、C.I.Basic Red 27、C.I.Basic Red 35
、C.I.Basic Red 36、C.I.Basic Red 37、C.I.Basic Red 45、C.I.Basic Red 48、C.I.Ba
sic Yellow 11、C.I.Basic Yellow 12、C.I.Basic Yellow 13、C.I.Basic Yellow 14、C.
I.Basic Yellow 21、C.I.Basic Yellow 22、C.I.Basic Yellow 23、C.I.Basic Yellow 24
、C.I.Basic Violet 7、C.I.Basic Violet 15、C.I.Basic Violet 16、C.I.Basic Violet
 20、C.I.Basic Violet 21、C.I.Basic Violet 39、C.I.Basic Blue 62、C.I.Basic Blue
 63等を挙げることができる。これらは、１種又は２種以上で用いることができる。
【００１４】
上記染料の含有量は、所望の色相等に応じて適宜決定できるが、一般的には本発明組成物
中０．０５～５重量％程度、特に０．１～１重量％とすることが望ましい。
【００１５】
本発明では、メチン系染料以外の染料又は顔料を併存させても良い。特に、過酸化水素ガ
ス雰囲気下で変色しない色素成分（「非変色色素」という）を含有させても良い。これに
よって、ある色から他の色への色調の変化により視認効果をいっそう高めることができる
。非変色色素としては、公知のインキ（普通色インキ）を使用することができる。この場
合の非変色色素の含有量は、その非変色色素の種類等に応じて適宜設定すれば良い。　　
　　
【００１６】
アルキルフェノール樹脂、ロジン系樹脂
本発明組成物では、アルキルフェノール樹脂及びロジン系樹脂の少なくとも１種を用いる
。これらの樹脂を用いることによって、染料の反応速度（変色速度）の調整、変色層の接
着性付与等を効果的に行うことができる。
【００１７】
アルキルフェノール樹脂及びロジン系樹脂の種類及び性状は限定的でなく、公知又は市販
のものを使用することができる。アルキルフェノール樹脂及びロジン系樹脂の含有量は、
用いる着色剤の種類等に応じて適宜決定できるが、一般的には本発明インキ組成物中５０
重量％以下程度、特に１～３５重量％とすることが望ましい。
【００１８】
酸化亜鉛、ステアリン酸マグネシウム、炭酸カルシウム
　本発明インキ組成物では、酸化亜鉛、及びステアリン酸マグネシウムの少なくとも１種
を用いる。これらの物質を用いることによって、染料の反応速度（変色速度）を促進する
ことができる。
　なお、インキ組成物では、酸化亜鉛、ステアリン酸マグネシウム、炭酸カルシウムの少
なくとも１種を用いる。これらの物質を用いることによって、染料の反応速度（変色速度
）を促進することができる。
【００１９】
酸化亜鉛、ステアリン酸マグネシウム、炭酸カルシウムの含有量は、用いる着色剤の種類
等に応じて適宜決定できるが、一般的には本発明組成物中０．０１～３０重量％程度、好
ましくは０．０５～１０重量％とすることが望ましい。さらに好ましくは０．１～１
重量％が望ましい。０．０５重量％未満のときは、変色促進の効果がなく、１０重量％を
超えるときも変色促進の効果がなくなる。
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【００２０】
カチオン系界面活性剤
本発明インキ組成物は、カチオン系界面活性剤を含有することが好ましい。上記カチオン
系界面活性剤としては、特に制限されないが、特にアルキルアンモニウム塩、イソキノリ
ニウム塩、イミダゾリニウム塩及びピリジニウム塩の少なくとも１種を用いることが望ま
しい。これらは、公知もの又は市販品も使用できる。本発明では、これらカチオン系界面
活性剤を前記の着色剤と併用することによって、より優れた検知感度を得ることができる
。
【００２１】
アルキルアンモニウム塩の中でも、アルキルトリメチルアンモニウム塩、ジアルキルジメ
チルアンモニウム塩等が好ましい。具体的には、塩化ヤシアルキルトリメチルアンモニウ
ム、塩化牛脂アルキルトリメチルアンモニウム、塩化ベヘニルトリメチルアンモニウム、
塩化ヘキサデシルトリメチルアンモニウム、塩化ラウリルトリメチルアンモニウム、塩化
オクタデシルトリメチルアンモニウム、塩化ジオクチルジメチルアンモニウム、塩化ジス
テアリルジメチルアンモニウム、塩化アルキルベンジルジメチルアンモニウム等が挙げら
れる。特に、塩化ベヘニルトリメチルアンモニウム、塩化ラウリルトリメチルアンモニウ
ム等が好ましい。イソキノリニウム塩としては、例えばラウリルイソキノリニウムブロマ
イド、セチルイソキノリニウムブロマイド、セチルイソキノリニウムクロライド、ラウリ
ルイソキノリニウムクロライド等が挙げられる。この中でも、特にラウリルイソキノリニ
ウムブロマイドが好ましい。
【００２２】
イミダゾリニウム塩としては、例えば１－ヒドロキシエチル－２－オレイルイミダゾリニ
ウムクロライド、２－クロロ－１，３－ジメチルイミダゾリニウムクロライド等が挙げら
れる。この中でも、特に２－クロロ－１，３－ジメチルイミダゾリニウムクロライドが好
ましい。
【００２３】
ピリジニウム塩としては、例えばピリジニウムクロライド、１－エチルピリジニウムブロ
マイド、ヘキサデシルピリジニウムクロライド、セチルピリジニウムクロライド、１－ブ
チルピリジニウムクロライド、Ｎ－ｎ－ブチルピリジニウムクロライド、ヘキサデシルピ
リジニウムブロマイド、Ｎ－ヘキサデシルピリジニウムブロマイド、１－ドデシルピリジ
ニウムクロライド、３－メチルヘキシルピリジニウムクロライド、４－メチルヘキシルピ
リジニウムクロライド、３－メチルオクチルピリジニウムクロライド、２－クロロ－１－
メチルピリジニウムアイオダイド、３，４－ジメチルブチルピリジニウムクロリド、ピリ
ジニウム－ｎ－ヘキサデシルクロリド－水和物、Ｎ－（シアノメチル）ピリジニウムクロ
リド、Ｎ－アセトニルピリジニウムブロマイド、１－（アミノホルミルメチル）ピリジニ
ウムクロライド、２－アミジノピリジニウムクロライド、２－アミノピリジニウムクロラ
イド、Ｎ－アミノピリジニウムアイオダイド、１－アミノピリジニウムアイオダイド、１
－アセトニルピリジニウムクロリド、Ｎ－アセトニルピリジニウムブロマイド等が挙げら
れる。この中でも、特にヘキサデシルピリジニウムクロライドが好ましい。
【００２４】
カチオン系界面活性剤の含有量は、上記界面活性剤の種類、用いる着色剤の種類等に応じ
て適宜決定できるが、一般的には本発明組成物中０～１５重量％程度、特に０．１～１０
重量％とすることが望ましい。
【００２５】
樹脂バインダー、増量剤等
本発明のインキ組成物では、必要に応じて樹脂バインダー（但し、アルキルフェノール樹
脂及びロジン系樹脂を除く。）、増量剤、溶剤、レベリング剤、消泡剤、紫外線吸収剤、
表面調整剤等の公知のインキに用いられている成分を適宜配合することができる。
【００２６】
樹脂バインダーとしては、基材の種類等に応じて適宜選択すれば良く、例えば筆記用、印
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刷用等のインキ組成物に用いられている公知の樹脂成分をそのまま採用できる。具体的に
は、例えばポリアミド樹脂、マレイン酸樹脂、ケトン樹脂、ポリビニルブチラール、セル
ロース系樹脂、ポリエステル系樹脂、スチレンマレイン酸樹脂、スチレンアクリル酸樹脂
、アクリル系樹脂等を挙げることができる。
【００２７】
樹脂バインダーの含有量は、樹脂バインダーの種類、用いる着色剤の種類等に応じて適宜
決定できるが、一般的には本発明組成物中５０重量％程度以下、特に５～３５重量％とす
ることが望ましい。
【００２８】
増量剤としては、特に制限されず、例えばベントナイト、活性白土、酸化アルミニウム、
シリカ、シリカゲル等の無機材料を挙げることができる。その他にも公知の体質顔料とし
て知られている材料を用いることができる。この中でも、シリカ、シリカゲル及びアルミ
ナの少なくもと１種が好ましい。特にシリカがより好ましい。シリカ等を使用する場合に
は、特に変色層表面に複数のクラックを効果的に生じさせることができる。その結果、イ
ンジケーターの検知感度をより高めることができる。
【００２９】
増量剤の含有量は、用いる増量剤の種類、用いる着色剤の種類等に応じて適宜決定できる
が、一般的には本発明組成物中０．１～３０重量％程度、特に０．５～２０重量％とする
ことが望ましい。
【００３０】
本発明で使用できる溶剤としては、通常、印刷用、筆記用等のインキ組成物に用いられる
溶剤であればいずれも使用できる。例えば、アルコール又は多価アルコール系、エステル
系、エーテル系、ケトン系、炭化水素系、グリコールエーテル系等の各種溶剤が使用でき
、使用する染料、樹脂系バインダーの溶解性等に応じて適宜選択すれば良い。
溶剤の含有量は、用いる溶剤の種類、用いる着色剤の種類等に応じて適宜決定できるが、
一般的には本発明組成物中４０～９５重量％程度、特に６０～９０重量％とすることが望
ましい。
【００３１】
これら各成分は、同時に又は順次に配合し、ホモジナイザー、デゾルバー等の公知の攪拌
機を用いて均一に混合すれば良い。例えば、まず溶剤に前記着色剤、必要に応じてカチオ
ン系界面活性剤、樹脂系バインダー、増量剤等を順に配合し、攪拌機により混合・攪拌す
れば良い。
【００３２】
２．過酸化水素ガス検知インジケーター
本発明のインジケーターは、前記の本発明インキ組成物からなる変色層を含む。一般的に
は、基材上に本発明インキ組成物を塗布又は印刷することによって変色層を形成すること
ができる。もしくは、酸化亜鉛、ステアリン酸マグネシウム、炭酸カルシウムの少なくと
も１種を予め塗布した基材上に本発明インキ組成物を塗布又は印刷してもよい。この場合
の基材としては、変色層を形成できるものであれば特に制限されない。例えば、金属又は
合金、セラミックス、ガラス、コンクリート、プラスチックス（ポリエチレンテレフタレ
ート（ＰＥＴ）、ポリプロピレン、ナイロン、ポリスチレン等）、繊維類（不織布、織布
、その他の繊維シート）、これらの複合材料等を用いることができる。また、ポリプロピ
レン合成紙、ポリエチレン合成紙等の合成樹脂繊維紙（合成紙）も好適に用いることがで
きる。
【００３３】
本発明における変色層は、色が他の色に変化するもののほか、色が退色又は消色するもの
も包含される。
【００３４】
変色層の形成は、本発明インキ組成物を用い、シルクスクリーン印刷、グラビア印刷、オ
フセット印刷、凸版印刷、フレキソ印刷等の公知の印刷方法に従って行うことができる。
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また、印刷以外の方法でも形成できる。例えば、基材をインキ組成物中に浸漬することに
よって変色層を形成することもできる。不織布等のようにインキが浸透する材料には特に
好適である。
【００３５】
変色層は、50℃の温度で過酸化水素ガス15mg/Lに5分曝露したときにおける曝露前との色
差ΔE*abが50以上であることが好ましい。
かかる変色度合が維持されることによって、より確実に変色を視認することができる。す
なわち、被処理物の材質、状態、滅菌処理装置への積載量などの条件によらず、滅菌工程
を通過したことを目視で判断することができる。このような変色性能は、１）アルキルフ
ェノール樹脂及びロジン系樹脂の少なくとも１種、２）メチン系染料及び３）酸化亜鉛、
ステアリン酸マグネシウム、炭酸カルシウムの少なくとも１種との組み合わせによって得
ることができる。酸化亜鉛、ステアリン酸マグネシウム、炭酸カルシウムの少なくとも１
種はインキ中にあっても良いし、予めバインダー樹脂を使って基材に塗布しても良い。
【００３６】
本発明では、さらに過酸化水素ガス滅菌雰囲気下で変色しない非変色層が基材上及び／又
は変色層上に形成されていても良い。非変色層は、通常は市販の普通色インキにより形成
することができる。例えば、水性インキ、油性インキ、無溶剤型インキ等を用いることが
できる。非変色層の形成に用いるインキには、公知のインキに配合されている成分、例え
ば樹脂バインダー、増量剤、溶剤等が含まれていても良い。
【００３７】
非変色層の形成は、変色層の場合と同様にすれば良い。例えば、普通色インキを用い、シ
ルクスクリーン印刷、グラビア印刷、オフセット印刷、凸版印刷、フレキソ印刷等の公知
の印刷方法に従って行うことができる。なお、変色層・非変色層の印刷の順序は特に制限
されず、印刷するデザイン等に応じて適宜選択すれば良い。
【００３８】
本発明インジケーターでは、変色層及び非変色層をそれぞれ１層ずつ形成しても良いし、
あるいはそれぞれ複数層形成しても良い。また、変色層どうし又は非変色層どうしを積層
しても良い。この場合、変色層どうしが互いに同じ組成であっても又は異なる組成であっ
ても良い。同様に、非変色層どうしが互いに同じ組成であっても又は異なる組成であって
も良い。
【００３９】
さらに、変色層及び非変色層は、基材又は各層の全面に形成しても良く、あるいは部分的
に形成しても良い。これらの場合、特に変色層の変色を確保するために、少なくとも１つ
の変色層の一部又は全部が過酸化水素ガス雰囲気に晒されるように変色層及び非変色層を
形成すれば良い。
【００４０】
本発明では、過酸化水素ガス滅菌処理の完了が確認できる限り、変色層と非変色層とをど
のように組み合わせても良い。例えば、変色層の変色によりはじめて変色層と非変色層の
色差が識別できるように変色層及び非変色層を形成したり、あるいは変色によってはじめ
て変色層及び非変色層との色差が消滅するように形成することもできる。本発明では、特
に、変色によってはじめて変色層と非変色層との色差が識別できるように変色層及び非変
色層を形成することが好ましい。
【００４１】
色差が識別できるようにする場合には、例えば変色層の変色によりはじめて文字、図柄及
び記号の少なくとも１種が現れるように変色層及び非変色層を形成すれば良い。本発明で
は、文字、図柄及び記号は、変色を知らせるすべての情報を包含する。これら文字等は、
使用目的等に応じて適宜デザインすれば良い。
【００４２】
また、変色前における変色層と非変色層とを互いに異なる色としても良い。例えば、両者
を実質的に同じ色とし、変色後にはじめて変色層と非変色層との色差（コントラスト）が
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識別できるようにしても良い。
【００４３】
本発明インジケーターでは、変色層と非変色層とが重ならないように変色層及び非変色層
を形成することができる。これにより、使用するインキ量を節約することが可能である。
　　　
【００４４】
さらに、本発明では、変色層及び非変色層の少なくとも一方の層上にさらに変色層又は非
変色層を形成しても良い。例えば、変色層と非変色層とが重ならないように変色層及び非
変色層を形成した層（「変色－非変色層」という）の上からさらに別のデザインを有する
変色層を形成すれば、変色－非変色層における変色層及び非変色層の境界線が実質的に識
別できない状態にすることができるので、より優れた意匠性を達成することができる。　
　　　
【００４５】
本発明のインジケーターは、過酸化水素ガス雰囲気下で行う滅菌処理であればいずれにも
適用できる。従って、過酸化水素ガス滅菌処理装置におけるインジケーターとして有用で
ある。例えば、インジケーターの使用に際しては、市販の滅菌装置内に本発明インジケー
ターを置き、滅菌処理すべき器材等とともに滅菌処理雰囲気下に晒せば良い。この場合、
装置内に置かれたインジケーターの変色により所定の滅菌処理が行われたことを検知する
ことができる。
【００４６】
３．包装体
本発明は、気体透過性包装体の内面に本発明のインジケーターが設けられている過酸化水
素ガス滅菌用包装体を包含する。
気体透過性包装体は、その中に被処理物を封入したままで過酸化水素ガス滅菌できる包装
体が好ましい。これは、例えば過酸化水素滅菌用包装体（パウチ）として使用されている
公知又は市販のものを使用することができる。例えば、ポリエチレン系繊維（ポリエチレ
ン合成紙）により形成されている包装体を好適に用いることができる。この包装体に被処
理物を入れ、開口部をヒートシール等により密閉した後、包装体ごと滅菌処理装置中で滅
菌処理することができる。
【００４７】
本発明インジケーターは、上記包装体の内面に配置すればよい。配置する方法は限定的で
なく、接着剤、ヒートシール等による方法のほか、本発明インキ組成物を直接に包装体の
内面に塗布又は印刷することによりインジケーターを構成することもできる。また、上記
塗布又は印刷による場合は、包装体の製造段階でインジケーターを形成しておくこともで
きる。
【００４８】
本発明包装体では、インジケーターを外部から確認できるように、包装体の一部に透明窓
部が設けられていることが望ましい。例えば、包装体を透明シートと前記ポリエチレン合
成紙で作製し、その透明シートを通して視認できるような位置に包装体内面にインジケー
ターを形成すれば良い。
【００４９】
また、上記包装体の外面に直接インジケーターを印刷してもよい。
【００５０】
本発明の包装体を用いて滅菌処理する場合、例えば包装体に被処理物を装填する工程、被
処理物が装填された包装体を密封する工程、及び当該包装体を過酸化水素ガス滅菌雰囲気
下に置く工程を有する方法によれば良い。より具体的には、被処理物（医療器具、食品等
）を包装体に入れた後、ヒートシール等の公知の方法に従って密封する。次いで、その包
装体ごと過酸化水素ガス滅菌雰囲気下に配置する。例えば、公知又は市販の滅菌装置（例
えば過酸化水素低温プラズマ滅菌システム）の滅菌室に配置し、滅菌処理を行う。滅菌処
理が終了した後は、包装体ごと取り出し、そのまま使用時まで包装体中で保管することが
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できる。この場合、滅菌処理は、インジケーターの変色層が変色するまで過酸化水素ガス
滅菌雰囲気下に包装体を置くことが好ましい。
【実施例】
【００５１】
以下に実施例及び比較例を示し、本発明の特徴を一層明確にする。なお、本発明は、実施
例の態様に制限されない。
【００５２】
実施例１～４及び比較例１～２表１に示す各成分を攪拌機にて均一に混合することによっ
て、各インキ組成物を調製した。具体的には、まず溶剤、染料及びアルキルフェノール樹
脂又はロジン系樹脂をデゾルバーで攪拌混合した。樹脂が溶解しにくい場合は、必要によ
り加熱した。次いで、非変色色素及び樹脂バインダーを投入してさらに攪拌した後、常温
に戻して界面活性剤及び酸化亜鉛、ステアリン酸マグネシウム、炭酸カルシウムの少なく
とも１種を添加し、均一に攪拌することによって、インキ組成物を得た。
【００５３】
比較例１～７インキ組成を表１のように変更したほかは、実施例１と同様にしてインキ組
成物を調製した。
【００５４】
表１に示す成分は具体的には下記の通りである。
【００５５】
１）C.I.Basic Red 14：メチン系染料
２）C.I. Solvent Yellow 29：非変色色素
３）C.I. Basic Violet 7：メチン系染料
４）マイクロリスグリーンG-T：非変色色素、C.I. Pigment Green 7加工顔料、BASF製
５）ジョンクリル６９０：スチレンアクリル樹脂、ジョンソンポリマー製
６）デンカブチラール♯２０００L：ポリビニルブチラール樹脂、電気化学工業製
７）タマノール100S：アルキルフェノール樹脂、荒川化学工業製
８）KR-610：ロジン系樹脂、荒川化学工業製
９）MOWITAL PVB-B20H：ポリビニルブチラール樹脂、クラレ製１０）ＮＩＫＫＯＬＣＡ－
２１５０：４級アンモニウム塩型界面活性剤、日光ケミカルズ製
１１）ブチルセロソルブ：溶剤１２）ソルミックスAP-1：エタノール、IPA混合溶剤
１３）プロピレングリコールモノメチルエーテル：溶剤
１４）酸化亜鉛：正同化学工業製
１５）ステアリン酸マグネシウム：油脂製品製
１６）炭酸カルシウム：紀州製紙製
１７）KA-30：酸化チタン、堺化学工業
１８）NANOBYK3810：酸化セリウム、ビッグケミージャパン製
１９）塩化亜鉛：和光純薬製
【００５６】
試験例１　
各実施例及び比較例のインキ組成物について変色性を調べた。インキ組成物を用いてタイ
ベック１０７３Ｂ上（大きさ５０ｍｍ×1５０ｍｍ）に０μmドクターブレードを用いて塗
膜を形成し、十分に乾燥させたものをサンプルとした。
【００５７】
変色性については、澁谷工業製除染庫80Lを使用した。過酸化水素濃度はドレーゲル・セ
イフティージャパン（株）のpolytron７０００でCT値（ｐｐｍ・分）を算出した。
変色テストの条件は、過酸化水素ガス保持時間5分、エアレーション時間30分で行った。
チャンバー内に注入する３５％過酸化水素水量としては、1.2ｇ、5ｇを秤量した。曝露終
了後、ブランク（曝露前のサンプル）との間での色差ΔE*abをそれぞれ測定した。測定は
、顕微式色差計「ＣＲ－２４１（コニカミノルタ製）」を用いた。測定結果を表１に示す
。



(11) JP 6143444 B2 2017.6.7

10

20

30

40

50

【００５８】
【表１】

【００５９】
表１の結果からも明らかなように、比較例１～４では３５％過酸化水素水注入量が1.2ｇ
と5gで３５％過酸化水素水注入量を増やしても暴露前とのΔE*abが小さかった。また、比
較例５では３５％過酸化水素水注入量1.2g暴露の変色は小さく、5gで暴露前とのΔE*ab≧
５０となった。これに対して実施例１～３では、３５％過酸化水素水注入量1.2ｇで暴露
前とのE*ab≧５０となっているため、低い３５％過酸化水素水暴露条件でも初期との違い
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を肉眼で識別することができた。
【００６０】
実施例４
実施例１のうち酸化亜鉛を抜いた変色インキを作製する。
次に、酸化亜鉛０．３％、タマノール１００S１０％、ソルミックスAP-1を８９．７％配
合してディゾルバーで１ｈｒ撹拌し、アンダーコートインキを作製する。タイベック１０
７３Bに、０μｍドクターグレードを用いてアンダーコートインキを塗布して常温で１ｈ
ｒ乾燥し、その上から同様に変色インキを塗布して十分に乾燥させて試験片を得た。これ
を澁谷工業製除染庫80Lで処理した。変色テストの条件は、過酸化水素ガス保持時間5分、
エアレーション時間30分で行った。チャンバー内に注入する３５％過酸化水素水量として
は、1.2ｇ、5ｇを秤量した。曝露終了後、ブランク（曝露前のサンプル）との間での色差
ΔE*abをそれぞれ測定した。測定は、顕微式色差計「ＣＲ－２４１（コニカミノルタ製）
」を用いた。
３５％過酸化水素水１．２ｇでは、暴露前とのΔE*abが５２、３５％過酸化水素水５ｇで
は暴露前とのΔE*abが８２となり、低い３５％過酸化水素水暴露条件でも初期との違いを
肉眼で識別することができた。
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